
新発売の薄地用接着芯や低温用接着芯＜織りタイプ・白＞を
始めとして、ソーイング副素材には接着して使うものがいろ
いろあります。
それらの上手な使い方をご紹介します。

見返しなど裁断したパーツを
型紙がわりにして裁つ。このと
き表布の裏面と芯の接着面を

ウエアにも、袋作りにも必要な接着芯。芯は形をきれいに保つためや、補強のた
めに必要です。表布の厚さや素材に合わせて選びましょう。

裁断する

熱で溶ける糸で裾の三つ折りを止めておくと、ピンを打たなくてもそのままミシン
がかけられ、しかも縫いずれもありません。又、図のようにピンタックの折り山を
止めておくと面倒なミシン掛けも楽で、きれいに仕上がります。

熱接着糸の使い方

熱接着芯の使い方

1
アイロンで芯の側から貼る。こ
のときアイロンは押さえつける
ようにして接着する。

●温度について
芯を貼るときのアイロンの温度は
表布に合った温度にします。低す
ぎると接着が十分にできません。
また、高すぎると表地の風合いを
失うことがあります。
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